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　　 　　  　 固の形 抑込技―袈裟固・肩固・上四方固・横四方固・崩上四方固






KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.30)
　　 　　  　 柔の形 第一教―突出・肩押・両手取・肩廻・顎押　　　　　　　



































女子護身法　　　   第一教（体捌）－第一〜第五
   （15本） （5本）
 第二教（離脱法）－片手手首取・両手片手取・四指逆手取・









    （21本）　　     （12本）　　　　　（7本）　　　　片腕取
　　　　　　　　　　　　　（乙）離れた場合―斜打・顎突・顔面突・前蹴・横蹴
                                              （5本）
　　　　　　　　武器の部―（甲）短刀の部―突掛・真突・斜突























































































KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.30)
２．演武線の意義
演武線の方向、経路等の空間的要因を知り、四方八方の相手に防御・攻撃し元
の位置に帰るという事は、定められた順序の範囲の中で心理的な展開や、気を養
い自己に有利な範囲をとらえながら立ち方の発点と着点を知り、腰を中心とする
身体の安定・動きの展開を会得する事ができる。
３．体育的な意義
一つの形の稽古を行うのに短いもので一分、長いもので約二分間、この間、屈
伸・跳躍・転身・回転したり、連続、絞り、静止したり、前後左右に動き、リズ
ムが伴い変化に富んでいる。また相手に当てはまて稽古を重ねることにより様々
に応用できる。この事は個人で練磨する武道としては運動様式も多種多様であ
り、運動能力も総合的に動き心理的な要素も含み理想的な体育といえよう。
４．「形」に於ける「立ち方姿勢」の意義
形を演武する上で、種々の条件の中で各種の技が正確に最大限のスピード（極
め）でスムーズに、しかも力強く発揮されるためには腰を中心とした安定した最適
な立ち方が重要である。また経路、方向や屈伸・跳躍・転身・片脚立のバランス
を保持するための安定した柔軟性の中で堅確・強靭な「立ち方」が要求される。
あとがき
空手道が「形」、基本中心の稽古から、基本組手、自由組手へと変化し試合（競技）
化してきた。この事は剣道に於いても「古武術の形」を地稽古化し、また柔道も「柔術
の形」を乱取り化し試合（競技）化したことにより、今日のような世界的発展を見るに
至っている。
空手道・剣道・柔道がいつまでも各流各派に立龍って形だけを稽古していたなら
ば、恐らく今日の様な隆盛はみられなかったであろう。しかしその弊害として、没我
的な厳しいはずの修練でもあり、「組手・地稽古・乱捕」とは表裏一体のはずの「形」が
試合化により、なおざりにされつつある現状の中で「形発生」の起因を再認識し吟味し
直す必要があると考えられる。
なお、社団法人日本空手協会（首席師範・中山正敏）が1957年（昭和32年）の第1回全
国大会以来、組手の試合だけではなく、独特の方法で形の試合を採用したことは、空
手道史上ばかりではなく、武道史上特筆すべき有意義な事であると考えられる。し
かし、その反動としてともすると調和美のみを追求しようとする中で、もう一度「形」
の本質を見据え直す必要がある。即ち、種々の条件のもとで、種々の技の土台となる
「極め」のための安定、柔軟性のある堅確・強靭な「立ち方姿勢」を再吟味しながら、ま
た、単独形の短所でもある攻防の完璧性、相手との間合い・反応・呼吸そして虚と実
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の駆け引きの欠如を実際に相手を置き、形を分解応用して補う必要がある。そして、
厳しい練磨の積み重ねの汗の中から寸分の隙もなく、理に叶なった感動的な美・品位
（形）が演武表現されることが理想であろう。　　　　　　　　　
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「空手道に於ける基本姿勢」大石武士 「インターネット剣道形」
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